
＜修学旅行を終えて＞ ****

＜最高の修学旅行＞ ****

＜栃木南中・四小・南小にSSW配置＞

11月 学校保健委員会 秋祭り巡回

研修部

１月 朝の立哨指導

９月

生活安全部

　栃木県ＳＳＷ（スクールソーシャルワー
カー）活用事業が実施され、６月より県内
各校にSSWが配置されることになりまし
た。栃木南中学区の小中３校（南小、四
小、南中）は、****先生が担当となり、月
２回程度の勤務になります。SSW担当は、
**教諭（生徒指導主事）です。

防災体験 朝の立哨指導

６月 朝の立哨指導

　今回の修学旅行は一度延期されていて、直前まで行けるか
どうかわからず、不安な気持ちがありました。しかし、無事
に行って帰ってくることができたのは、先生をはじめたくさ
んの人が私達のために動いてくださったおかげと感謝してい
ます。特に印象に残っているのは班別行動です。道に迷いな
がらも班員で協力して目的地に到着できたことなどがあり、
よい思い出になりました。残り少ない中学校生活ですが、仲
間との思い出を増やしていけたらと思います。

　僕が修学旅行で心がけたことは、５分前行動や先を見て早
めの行動をとることでした。実行委員でもあるため、自分の
行動が周りに大きな影響を与えてしまうと思ったからです。
みんなも先を見ながら行動できたと思います。そのため、す
べての場所においてみんなが楽しみながら、よい思い出を残
すことができたと感じています。先生方、保護者の方など修
学旅行の準備をしてくださった多くの方に感謝しています。

　今年度より、常置委員会は研修部、生活安全部、広報部の
3つの部会に削減し、学年委員の方が、常置委員会のメン
バーを兼ねることになりました。各委員の数も減らし、活動
も縮小しました。

****

＜常置委員会　年間活動活動計画＞

R3　常置委員会　年間活動計画

　次年度より使用する通学用カバンの形
について、生徒、PTA本部役員、学校運
営協議会委員、PTA常置委員等の方から
ご意見を頂きました。リュック型より３
WAYの形のカバンがよいという意見が
多かったので、右のような３WAYの形
のカバンに決定させていただきました。
今後、細部について検討していきます。

＜次年度からの通学用カバン＞

　栃木市内14校の中学校の先陣を切って、６／２３(木)～２５(金)に長野・富山方面へ修学旅行に行ってきました。初日
は、バスで長野県に向かい、上田城跡公園（真田神社）、善光寺を見学、２日目は長野県「扇沢」から立山黒部アルペン
ルートに入り、途中、壮大な黒部ダムを見学し、乗り物を乗り継ぎながら雄大な自然の絶景を眺め、富山県「立山」まで約
37kmの行程を満喫しました。３日目は、五箇山の合掌造りを見学後、高岡市内を散策し、北陸新幹線で高崎駅まで、そこ
からバスで帰校しました。天気にも恵まれ、生徒は病気やけがもせず有意義な3日間でした。保護者の皆様のご理解、ご協
力により、1学期中に修学旅行を実施できたこと、嬉しく思います。ありがとうございました。
　2学期には体育祭、南斗祭と大きな行事があります。7月中旬より12月ごろまで、体育館の改修工事が行われます。その
間、体育館の周りに工事用フェンス等が建てられるため、校庭も狭くなります。そのため、9／11（土）体育祭（半日開
催）では、体育館は使用できず、見学場所等の制限もしなければなりません。ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。

【修学旅行　生徒の感想】
　長野県と富山県を訪れましたが、どの場所にも京都では味
わえないようなよさがあり、充実した修学旅行になりまし
た。私が感動したのは、2日目の室堂からのバスの景色で
す。雪の大谷がまだ残っていて驚きました。また、山の上か
ら見下ろす大自然がとても綺麗でした。
　この3日間で、私達は団結力や絆を更に深めることができ
ました。このチームワークを行事や普段の生活に生かしてい
きたいです。

　僕は、この修学旅行が一生の思い出になると感じました。
京都に行けなくなり、長野・富山方面に行けると決まったと
きはすごく嬉しかったです。特に印象に残ったことは、1日
目の善光寺の見学時間です。友達と写真を撮ったり、買い物
をしたり、雨の中でも楽しめました。2日目の黒部ダムで
は、展望台からの景色がとてもきれいでした。やはり今回の
修学旅行は、中学校生活の中で一番の思い出になりました。

＜責任ある行動＞ ****

＜感謝の修学旅行＞　　　　　　　　　　

広報部

　数学の授業ボランティアとして、宇都宮
大学1年生の****さんに、７月から毎週火曜
日の午後に協力していただきます。

＜授業ボランティア協力＞

真田神社で祈祷 黒部ダム 室堂　雪の大谷 五箇山　合掌造り
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令和３年６月３０日 ７月号

文責 岩瀬


